
民のうご

-¥ 

-¥ 
4.033 
4.086

世情数� 1，947 男� 

人� [1 8，119 女� 

昭和55年� 8月� l日現在

第� 7回を迎えた東京港区スポーツ少年団との交歓試合は，8月� 男 女 計 �  

14日か ら17日にかけて，東京港区の麻布野球場で行われました。

上京したのは， 勝浦タイガース 18人と和田島かもめチーム17人

生

亡

入

出

出

死

転

転

7 5 12 

8 
6 11 

10 7 17 

の選手のほか，父兄関係者ら合わせて74人。� 

l年ぶりの再会に一段と友情を深めるなかで，高輪台ファイ

ターズ， 港区選抜 A，� Bの� 3チームと対戦。冷夏も選手たちの

気はく ，好プレーで真夏に早がわり，熱戦が繰り広げ.られまし B::
 月:号


ちびっ子球児
熱戦を展開/

た。

最終日の17日は，港区スポーツセンターで盛大な歓送会が催

され， 「来年は徳島で、」と再会を誓い合いました。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



工
事
が
進
む
勝
浦
中
央
橋 ( 1人当り)

0<><>00昭和54年度決算の状況∞00
く〉


完
成
し
た
坂
小
体
育
館

(単位� :千円)

¥一

( 1世帯当り)� 

J昭和55年� 9月� 1日 カミ フ つ ら 第123号 (2) 

決算収支の状況

歳 入 総 官買� A 1，977，673 

歳 出 金念 告買� B 1，920，395 

歳入歳出差引額� C(A-B) 57，278 

翌年度へ繰越すべき財源� D 1，431 

実質 収 支(C-D) 55，847 

昭
和
五
十
四
年
度

普
通
会
計
決
算
額

一
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
乏
し
ぎ
す
よ

}
ご
協
力 

よ
り
黒
字
決
算
と
な
り

一

C

一

昭
和
五
十
四
年
度
の
勝
浦
町
普

一

一
通
会
計
の
決
算
ガ
で
き
ま
し
疋
。

一

一
そ
の
、
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
一

-
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
、

一

地方譲与税� 
歳入のうちわけ 30，916千円( 1.6%)

自動車取得税交付金� 
21，393千円(1. 1%)

存担金及び負担金� 
7.852下問� (0.4%)

財産収入41.223千円(2.1%) 使用料及び手数料� 29.482千円(1. 5%)

町税負担のうちわけ

町税のうちわけ

新
築
な
っ
た
坂
本
小
学
校

MUS04
テキストボックス
昭和54年度決算の状況
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(3) 第123号� カミ dコ つ� ら 昭和55年� 9月� 1日

性質別経費の状況投資的経費のうちわけ

農
村
総
合
笠
備
モ
デ

ル
事
業

4
Y
A

回
、
，
.
，

J

ゆゐ
国通

�
 

(
星
谷
地
区
ほ
場
登
備

繰出金� 
6，094

-、

mx
…
 

初

心
γ


災害復旧債� (1.9%) / 50，130千円(34%) 

側
L

一
.郎
u
 

1、、
�
 

10 

l意
年 50 51 52 53 54 

千円� 

(0.3%) 

出資金，貸付金� 
41，613千円(2.2%) 

94，529千円� (2.2%)

町債のありさま
(昭和54年度末現在高)I辺地対策事業債� 96.285千円(6.4%)

幻� .767千円 /公営住宅建設事業債

つ
ぎ
の
と
お
り
八
月
一
日
付
で
戦

貝
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

(
)
内
は

旧
任
で
す
。

。

総

務

課

課

長

平

山

幾

(

阿

策

州

�

 

)

課
長
補
佐

田
中
八
重
子
(
悦
制
制
)

主

事

大

島

信

明

(

産

業

諜

)

主

事

藤

凹

郎

(

川

町

険

制

)

@
税
務
保
険
楳

課

長

柄

谷

暗

(

繍

一

明

一

帥

)

謀

長

補

佐

長

町

盟

秋

�

 (産
業
諜
)

主

事

坂

田

敬

子

�

 
(
総
務
諜
)

主

事

山
口
和
紀
有
一
(
川
町
祉
制
)

@
住
民
福
祉
課

主

幹

岡

本

政
市
(
附
険
鰍
)

課

長

補

佐

駒

津

輝
幸
(
綱
策
制
)

主

事

今

川

和

人
(

悦

務

)

@
同
和
対
策
課

保
険
課

謀

長

締

本

�

 

栄
一息
(
建
設
課
)

勝

買

の

人

P¥ 

局� @ 主局 @ 局� @ 室 。技{系 謀� @ 主謀;jJI!@伎 諜� 
教議出 建 長 産 長

業
. 

事

異

動

ニク
郎エ

総: 委教

eIi知 51ま� 

健康マラソンに参加を

今月から毎週火曜日

健康づくりの一環として実施し

ている健康7 ラソンを，今月から

次のとおり行います。 町民のみな

さん，多数ご参加 ください。

・と き 毎週火曜日� 

-午 後�  7時 から

- ところ 勝浦中学校グラウンド 育会 宇ili ，=s市宇iIi� 
H:委 事長 委 長 事 長 納師 長長 設 事 {左 長 業補佐
員員務�  

'j1"1'会大美会中局 平 室 玉光松 誤 松早消 課 柳河
口 岡 馬井岡誼井浦田川水沢�  'll'f'

消ト

一
美
(
出
納
室
)
 

恵
子
(
総
務
課
)

利
己
(産
業
課
)

務員
課 会育

守

(

同

相

)

付
策
課

常
男
(
総
務
課
)

一一
博
(
建
設
課
)

雅
己
(
刷
策
判
�
 
)

進
(
総
務
課
)

雲
間
(
側
険
制
)

裕精
之 二

建悩住
設 M
課課民

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
投資的経費のうちわけ性質別経費の状況

MUS04
テキストボックス
普通会計決済の移り変わり

MUS04
テキストボックス
職員の人事異動

MUS04
テキストボックス
お知らせ健康マラソンに参加を今月から毎週火曜日



つ ら� 第� 123号 (4) ご〉カミ

予

の
特三

徴:;:


家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ

(2) 


11 

現� ji

代� 

H
l}:l 

か
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

J昭和� 55年� 9月� 1日� 

足
は
、
し

っ
か
り
し
て
い
な
い
。

足
も
使
、
え
ば
使
う
ほ
ど
発
達
す
る
が
、

歩
か
な
い
か
ら
だ
ん
だ
ん
劣
え
て
く

る
。
手
や
足
を
使
わ
な
い
者
に
は
汗

が
出
な
い
。
汗
の
出
な
い
者
に
は
絶

対
気
力
が
出
な
い
、
こ
れ
を
無
気
力

と
い
い
ま
す
。

よ署

;グ

お
年
寄
り
ゃ

A 

だ務障

害
者
と
税
金

国
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
に
社

mMY

現
代
っ
子
と
よ
く
い
わ
れ
る
が
、

上
で
い
う
か
ら
親
も
負
け
る
。

ご
は

今
の
子
ど
も
の
特
徴
は
ど
ん
な
も
の

ん
を
炊
い
て
と
い
う
と
、

「
こ
は
ん

な
の
で
し
ょ
う
か
。

な
ら
炊
か
ん
で
よ
い
、
米
な
ら
炊
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
自

分
の
し
た
く
な
い
こ
と
を
正
当
化
す

る
た
め
の
理
屈
が
多
い
の
で
す
。

耳
は
、
耳
速
化
と
い

っ
て
大
変
小

き
く
な
っ
て
い
る
。
人
の
い
う
こ
と

を
問
か
な
い
か
ら
で
す
。

体
は
、
い
ま
何
か
異
常
が
起
き
て

い
る
。
か
ら
だ
に
は
勉
強
ほ
ど
力
を

入
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
小
学
生

が
鉄
筋
の
壁
に
も
た
れ
た
だ
け
で
肩

甲
骨
の
骨
が
折
れ
た
。
ボ

ル

を

蹴

っ
た
ら
足
の
省
が
折
れ
た
、
と
い
う

実
例
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
骨
が
籾
く
な

っ
た
の
で
し
ょ


う
か
、
骨
に
養
分
が
入
る
た
め
に
は
、


筋
肉
の
運
動
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ


が
不
足
し
て
い
る
の
で
す
。

い
ま
の


中
・
高
校
生
が
使

っ
て
い
る
三
薬
に


征
旅
丸

・
バ
ッ
フ
ァ
リ

ン

・
サ
ロ

ン


パ
ス
が
あ
り
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。


頭
の
こ
と
に
か
え
り
ま
す
が
、

三

ポ
ケ
と
い

っ
て
、
マ
ン
カ
ボ
ケ
、
テ

レ
ビ
ボ
ケ
、
色
ボ
ケ
と
い
う
現
象
が

起
き
て
い
ま
す
。
精
神
障
害
者
は
十

年
前
と
く
ら

べ
る
と
十
倍
に
増
加
し
�
 

首
は
、
体
に
し
っ
か
り
つ
な
が
っ

て
お
り
、
外
国
に
く
ら
べ
て
べ
ら
ぼ

う
に
増
え
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
て

は
一
一
五
%
の
学
生
が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気

味
だ
そ
う
で
す
。

手
は
、
た
い
へ
ん
小
さ
く
指
が
細

く
な

っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
手
が
い

う
こ
と
を
利
か
な
い
の
で
す
。
知
忠

が
大
切
だ
と
か
、
学
力
が
大
切
だ
と

い
う
け
れ
ど
、
指
が
ど
う
動
く
か
に

よ
っ
て
頭
が
発
達
す
る
の
で
す
。
指

は
勝
手
に
動
く
の
で
は
な
く
、
頭
が

指
を
動
か
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
現

在
は
手
を
使
わ
な
い
機
械
が
発
達
し

す
ぎ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
人
聞
は
動

よ
く
食
べ

よ
く
運
動

よ
く
勉
強

わ
た
し
は
、
こ
の
ご
ろ
の
子
と
も

の
姿
を
マ
ン
ガ
で
書
い
て
み
ま
し
た
。

右
の
絵
の
よ
う
に

頭
は
、
だ
い
た
い
大
あ
た
ま
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
た
ま
が
ふ

く
れ
あ
が

っ
て
大
き
く
、
両
親
よ
り

物
知
り
で
あ
る
。
学
校
だ
け
で
な
く
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
い
ろ
ん
な
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
大
学

生
が
知

っ
て
い
る
知
識
の
五
三
%
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
得
た
も
の
で

あ
り
、
不
健
全
な
知
識
が

一
ば
い

つ

ま
っ
て
い
ま
す
。

目
は、

三
角
形
で
あ
る
。
目
を
三

角
に
す
る
の
は
人
の
あ
ら
を
探
す
崎
、

人
を
と
が
め
る
時
で
あ
る
。
淡
の
あ

ら
、
友
だ
ち
の
あ
ら
、
特
に
先
生
の

あ
ら
を
よ
く
知

っ
て
い
ま
す
。

ロ
は
、
達
者
で
自
己
主
娠
を
よ
く

し
、
向
分
で
は
、

へ
理
屈
と
示
知
の
�
 

て
い
な

い
。
頭
と
体
が
切
れ
て
い
る

か
ら
、
い
う
こ
と
は
い
っ
て
も
、
こ

れ
を
全
然
実
践
し
な
い
。
即
ち
無
責

任
で
あ
り
ま
す
。

心
臓
は
、
血
が
う
ま
く
流
れ
て
い

な
い
。
だ
か
ら
感
激
す
る
こ
と
も
な

く
、
感
動
す
る
こ
と
も
な
い
。
無
気

力
、
短
資
任
、
無
感
動
を
三
無
主
義

と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も

に
我
慢
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

冷
房
の
中
に
居
る
も
の
に
は
冷
房

の
有
難
さ
は
わ
か
ら
な
い
。
熱
い
と

こ
ろ
に
居
た
者
が
、
冷
房
室
に
入

っ

た
と
き
冷
房
の
有
鰍
さ
を
感
じ
る
の

で
す
。
こ
れ
を
快
楽
主
義
の
逆
説
と

い
い
ま
す
。
世
界
十

一
ヵ
国
の
中
で

社
会
に
最
も
不
備
を
持

っ
て
い
る
の

は
日
本
の
青
年
て
、
最
も
感
謝
し
て

生
き
て
い
る
の
は
イ
ン
ド
の
背
年
で

す
。

つ
ま
り
欠
乏
の
中
に
居
る
も
の

ほ
ど
、
そ
の
も
の
に
感
謝
す
る
の
で

す
。す

な
わ
ち
、
過
保
識
は
ど
子
ど
も

の
能
力
も
伸
ば
さ
ず
、
耐
久
力
も
養

わ
れ
な
い
の
て
す
。
�
 

(愛
媛
県
明
徳
短
大
の
曾
我
教
ほ
の

会
福
祉
の
充
実
が
あ
り
、
お
年
寄

り
ゃ
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
に

対
し
て
、
老
齢
福
祉
年
金
の
給
付

や
老
人
ホ
|
ム
、
心
身
障
害
者
の
コ

保
護
施
設
の
拡
充
な
ど
に
カ
を
入
苧

れ
て
い
ま
す
が
、
税
金
の
面
で
も
一

い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て
一

い

ま

す

。

一

た
と
え
ば
、
お
年
寄
り
の
方
に
一

対
し
て
は
、
所
得
税
の
老
年
者
役
一

除
、
老
年
者
年
金
特
別
控
除
な
ど
、
一

ま
た
、

心
身
障
害
者
の
方
に
対
し
一

て
は
、
所
得
税
の
隊
害
者
住
除
、
一

相
続
税
の
障
害
者
役
除
な
ど
が
あ
一

り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
徳
島
税
務
�
 一
F

叩
昔
、
ま
た
は
税
務
相
談
室
で
お
尋
-

ね
く
だ
さ
い
。
�
 

=
 

講
泌
概
要

)
 

MUS04
テキストボックス
現代っ子の特徴家庭教育シリーズ

MUS04
テキストボックス
税務署だよりお年寄りや障害者と税金
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込(5) 第123号� 1J ずつ つ ら 昭和55年� 9月l日

9月4日
省エネルギーの日

♀一一一♀

ヨ圏函E
省工本・行自転s

算
と
か
、
将
来
の
町
づ
く
り
の
た
め

の
財
政
計
画
な
ど
の
仕
事
で
す
。
こ

の
中
に
は
町
の
財
産
を
管
理
す
る
仕

事
も
入
っ
て
い
ま
す
。

行
政
事
務
は
、
町
づ
く
り
計
画
の

ま
と
め
、
統
計
、
広
報
、
議
会
に
提

出
す
る
議
案
、
条
例
や
規
則
な
ど
の

事
務
、
選
挙
に
関
す
る
事
務
そ
の
ほ

か
、
他
の
課
で
担
当
し
な
い
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

窓
口
事
務
は
、
戸
籍
、
住
民
登
録
、

印
鑑
事
務
な
ど
で
、
出
生
、
死
亡
、

婚
姻
屈
の
受
付
、
住
所
の
変
更
や
世

情
主
の
変
更
の
受
付
、
印
鑑
の
登
録

の
長
付
を
行
な
う
ほ
か
、
戸
籍
、
住

民
票
の
勝
本
や
抄
本
の
交
付
、
印
鑑

証
明
書
の
交
付
事
務
な
ど
を
行
な

っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
国
民
健
康

保
険
へ
の
加
入
や
脱
退
の
受
付
も
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
役
場
へ
用
事
で

こ
ら
れ
た
方
の
案
内
も
仕
事
の
う
ち

に
入

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
務
が
総
務
謀
の
仕

事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

に
職
員
の
人
事
に
関
す
る
こ
と
、
職

員
の
研
修
や
健
康
管
理
な
ど
の
仕
事

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

情
報
や
、
防
災
上
の
注
意
事
項
を

よ
く
附
く
。

。
懐
中
電
燈
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー

ラ
ジ
オ
な
ど
非
常
用
品
を
用
意
し

て
お
く
。

。
風
当
り
の
強
い
場
所
の
窓
や
雨

戸
は
、
針
金
で
止
め
る
か
板
を
当

て
る
か
し
て
早
め
に
補
強
し
て
お

、ノ
。
災
害
に
備
、
え
て
の
安
全
な
避
難

場
所
、
避
難
路
を
確
か
め
て
お
く
σ

。
避
鰍
す
る
と
き
は
、
消
防
、
笹

前
原
な
ど
の
防
災
関
係
者
の
抱
一ホ
に

従
い
、
家
旅
や
近
所
の
人
た
ち
と

そ
ろ
っ
て
避
難
す
る
。

。
老
人
、
幼
児
、
病
人
な
ど
の
い

る
家
庭
で
は
早
め
に
避
難
す
る
。

。

浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
川
や
谷
の
水
か
さ
に
注
意

し
老
人
、
幼
児
、
病
人
な
ど
の
い

る
家
庭
で
は
早
め
に
避
雛
す
る
。

。
火
の
始
末
や
戸
締
り
を
確
実
に
、

に

一
件
の
訓
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
悲
劇
を

一
つ
で
も
少
な
く
す

る
た
め
、
勝
浦
町
で
は
、
町
内
で
起

き
た
重
大
事
故
の
発
生
現
場
五
ヵ
所

に
僚
識
を
立
て
、
ト
ラ
イ
パ
の
み

立
さ
ん
に
交
通
安
全
意
識
の
徹
底
を

は
か

つ
て
い
ま
す
。

て
共
同
で
行
な
う
た
め
に
採
と
い
う

る
仕
事
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
い
た
し

つ
い
て
。
総
務
課
の
仕
事
は
大
別
し

町
内
五
か
所
に
設
置
さ
れ
た
標
識

て
、
財
政
、
行
改
、
窓
口
と
い
う
三

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象 

み
ん
な
で
な
く
そ
う
/

交
通
事
故

町
内
で
は
、
交
通
事
故
が
十
二
日

台
風
シ
ー
ズ
ン
が
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
家
の
周
り
の
危
険
物
や
、

非
常
用
品
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

災
害
は
思
い
が
け
な
い
時
に
、
思
い

が
け
な
い
場
所
で
起
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。
ウ
チ
は
絶
対
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
て
も
、
災
害
は
遠
慮
な
く

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
日
ご

ろ
の
準
備
、
心
得
に
よ
っ
て
未
然
に

防
げ
る
も
の
で
す
。

も
う
い
ち
ど
家
の
周
り
の
危
険
箇

所
、
非
常
用
品
等
の
点
検
を
し
て
お

主
、
会
ナ
し
ょ
、
っ
。

-
災
害
に
備
え
て

時
(
た
だ
し
土
明
日
は

正
午
ま
で 
)

県
庁
本
館

一
階

交
通
事
故
相
談
所

毎
週
火
雌
日
は
弁
護
士

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

と
こ
ろ

そ
の
他

O O O

日
午
前
九
時 

午
後
四

i

き

日
限

・
祭
日
を
除
き
毎

総務課の巻� 

① 

交
通
事
故
相
談
所

と� う確絶

役にぎ栓気
場あとをは

関てヘな
かすこ ガ
ら 。とス�  

σ 立{立

なわ¥、間安
どでつめ全
のな時る探
防し、に 。 を

災こ大 切
機 と 事 リ

風
水
害
に
備
え
よ
う
/
-

。
ふ
だ
ん
か
ら
準
備
を
。

て
は
ま
る
仕
事
で
、
町
の
年
聞
の
予

財
政
事
務
は
、
家
同
胞
の
家
計
に
あ

つ
の
事
務
が
あ
り
ま
す
。

。� j 町対い元電

役
場
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕

事
は
、
戦
貝
が
分
担
し
て
行
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
な
ど
で
関
連
、

あ
る
い
は
似
て
い
る
も
の
を
ま
と
め

組
織
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

勝
浦
町
役
場
の
各
課
が
分
担
し
て
い

一一一一一一一一一一一一一

ま
す
。
今
月
は
、
総
務
課
の
仕
事
に

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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用
語
解
説

同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
は
、

そ
の
第
三
条
(
国

民
の
資
務
)
に
お

い
て
「
す
べ
て
国

民
は
、
同
和
対
策

事
業
の
本
旨
を
理

解
し
て
、

相
五
に

基
本
的
人
権
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
、

同
和
対
策
事
業
の

円
滑
な
実
施
に
協

力
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。し

か

し

同

和

対
策
事
業
が
進
み
、

部
落
の
住
宅
や
環

境
の
改
善
、
そ
の

他
の
諸
施
設
が
繋

備
さ
れ
る
な
か
で
、

「
部
落
に
ば
か
り
、

な
ぜ
予
算
を
つ
ぎ

こ
む
の
か
」
「
部
落
に
だ
け
、
な
ぜ

そ
ん
な
施
策
を
す
る
の
か
」
と

い
っ

た
「
同
和
と
り
す
ぎ
」
的
な
考
、
ぇ
方

が
、
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

い
わ
ゆ
る
「
逆
差
別
」
と
言
わ
れ
る

も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
お
か
し
な
言
葉

で
、
文
字
ど
お
り
解
釈
す
れ
ば
、
部

洛
の
方
が
社
会
的
に
も
、
経
済
的
に

も
箆
か
に
な
り
、
逆
に
部
落
外
が
差

別
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
受
け

と
れ
ま
す
が
、
実
際
は
そ
う
い
う
意

味
で
は
な
く
、
部
落
だ
け
が
優
遇
さ

れ
、
そ
の
他
の
住
民
が
冷
遇
さ
れ
て

い
る
と
い
う
受
け
と
り
方
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
同
和
行
政
が
な
ぜ
必
要
な

の
か
の
認
識
が
不
十
分
な
こ
と
、
地

方
自
治
体
の
財
政
が
決
し
て
豊
か
で

な
く
、
同
和
予
算
の
出
し
方
の
仕
組

み
も
十
分
理
解
き
れ
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
決
し
て
部

落
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
部
落
外

を
も
含
め
た
す
べ
て
の
住
民
の
生
活

の
向
上
に
直
接
の
つ
な
が
り
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
が
原
因
し
て
い
ま
す
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
こ
の
「
逆
差

別
」
「
ね
た
み
意
識
」
そ
の
も
の
が
、

部
落
に
対
す
る
優
越
感
や
同
情
の
根

拠
が
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
表
し
た

も
の
で
あ
り
、
部
落
差
別
そ
の
も
の

で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
総
合
的

な
関
連
の
な
か
で
の
、
確
か
な
思
想

の
確
立
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る

と
言
、
え
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

健
康
優
良
家
庭
に

記
念
品
贈
呈

本
町
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
か

ら
国
保
事
業
の
一
環
と
し
て
、
過
去

一
年
問
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
世
帯
で
、
保
険
税
を
完
納
し
、
常

に
健
康
に
留
意
さ
れ
た
無
診
家
庭
に

記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
次
の
三
十
世
帯
主
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

(
坂
本
)

神
田

爽
さ
ん

矢
釘
志
春
さ
ん

(
与
川
内
)

阿
部
キ
サ
カ
さ
ん

沢
田
タ
ケ
ノ
さ
ん

山
田
利
徳
さ
ん

山
本
光
夫
さ
ん

星
越
一
美
さ
ん

(

横

瀬

)

朝
桐
澄
江
さ
ん

井
元
啓
羨
さ
ん

日

下

弘

さ

ん

小
坂
ミ
チ
エ
さ
ん

武
田
フ
ジ
エ
さ
ん

(
中
山
)

大
川
胤
雄
さ
ん

(
棚
野
)

岩

佐

洋

さ

ん

岡

山

笠

さ

ん

日

下

有

さ

ん

(
生
名
)

大

西

殺

さ

ん

岡
本
敏
夫
さ
ん

(
星
谷
)

国
清
利
一
さ
ん

平
附
サ
カ
エ
さ
ん

平
山

明

さ

ん

一稲
本
国
義
さ
ん

(
中
角
)

平
間
豊
子
さ
ん

三
崎
栄

一
さ
ん

吉
岡
昭
輔
さ
ん

(

黒

岩

)

谷

口

保

さ

ん

(
山
西
掛
)

岸

幸

一

さ

ん

近
藤
茂
明
さ
ん

坂
口
サ
ワ
ノ
さ
ん

式典� 9月15日午前10時から

勝浦中学校体育館

9月15日は「敬老の臼」です。町ではこの

日に「敬老町民のつどい」の式典を行ない，

多年社会の発展に

つくしてこられた

消
防
設
備
士
試
験

試
験
期
日

九
月
二
十
八
日
(
日
)

試
験
時
間

甲
種
消
防
設
備
士
試
験

午
前
十
時
か
ら

乙
種
消
防
設
備
士
試
験

午
前
十
時
か
ら

試
験
場
所


徳
島
市
中
徳
島
町

一
丁
呂
五
番
地


徳
島
県
立
城
東
高
等
学
校


※	

受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

九
月
五
日
(
金
)
ま
で
に
町
役
場

消
防
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

O O 石

原敏老町民のつどい


申
込
受
付
期
間
九
月

一
日 

九

月
二
十
日

警
察
官 

採
用
共
同
試
験

試
験
日
十
月
二
十
六
日
(
日
)

申
込
受
付
期
間
九
月
一
日

1
十

月

一
日

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
県
人
事
委

員
会
(
電
話 

八
八
六
|
一
二
|
三

二
一
一

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

V V V

(
B
)O

i

V
試
験
日
十
月
十
二
日
(
日
)

中市徳
学町島
校村県
職立職
員小員
、司--v四・ーー・・・・J

初 採
紐用
試 中
験級�  

ご老人を敬愛し，

長寿をお祝いして

記念品をお贈りし

ます。

式典終了後には

芸能大会を予定し

ています。 多数ご

出席くださし、。

瀬
戸
幸
一
さ
ん

MUS04
テキストボックス
部落差別をふれあう心でなくしよう
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O O
問

私
の
夫
は
、
高
血
圧
と
肝
臓
が

惑
い
た
め
昭
和
五
十
三
年
十
月
頃
病

院
に
行
き
そ
の
ま
ま
入
院
し
て

一
年

半
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、
ず

っ
と

7

寝
た
き
り
な
の
で
収
入
が
あ
り
ま
せ

ん
。

こ
ん
な
場
合
、
何
か
年
金
が
支

給
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

国
民
年
金
に
は
昭
和
三
十
六
年
か

ら
加
入
し
て
お
り
、
今
年
の
三
月
ま

で
は
保
険
料
を
か
け
、
四
月
か
ら
は

収
入
が
な
い
の
で
保
険
料
は
免
除
し

て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

答

国
民
年
金
で
は
、
病
気
に
な

っ

た
り
、
ケ
カ
を
し
た
人
が
国
民
年
金

に
加
入
し
て

一
定
の
条
件
を
満
た
し

て
お
り
、
そ
の
病
気
や
ケ
ガ
の
程
度

が
国
民
年
金
法
で
定
め
る
廃
疾
の
状

態
に
あ
る
と
き
に
障
害
年
金
を
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

。
条
件
と
し
て
�
 

こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
方
は
国
民

年
金
の
隙
答
年
金
を
受
給
す
る
資
格

が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ご
主
人
の
場
合
は
、
初

診
日
に
お
い
て
国
民
年
金
に
加
入
し

て
お
り
、
そ
の
保
険
料
納
付
要
件
に

も
該
当
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
ま
す
の

で
住
民
福
祉
課
年
金
係
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

優

勝

準
優
勝

坂
本
チ
ー
ム

?f 園
-{樹民
ズ年�  
④ 議金

て
初
め
て
医
師
の
診
断
を
、つ
け

た
日
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
た
人
。

初
診
日
に
被
保
険
者
で
な
か

っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
初
診
日

に
六
十
五
歳
未
満
で
あ

っ
て
初

診
日
の
前
日
に
老
齢
年
金
の
受

給
資
格
の
期
間
を
満
し
て
い
る

病
気
に
な
り
又
は
ケ

カ
を
し

帥

ド

1
1


〉セ
章
一
 

〈
ζ

、、…e
F
n
v h
y
 

11h

O

}
L
L
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、
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地 脅脅 の� L 事

" 

パ地
(
七
月
二
十
四
日
か
ら
四
日
間
)

愛

勝
準
優
勝

ド

8 
~QJ:QJ:⑪ooOOQJQJ:'Û'Q1<ü⑪00QJ:むQ10Û'

時内気ままめ の浦
し軽すす、健町

。多康体

-、 

日
が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り

廃
疾
の
状
態
に
あ
る
人
。

二
十
歳
に
達
す
る
前
に
初
診

加入 1年
以上

・ 斗ーE"主 

ソ区 、木申受�  fサイ
ノ 写ミグ日

イ� Ei七
月
三
十
一
日
か
ら
四
日
間

レ区� 
l対 7M  二警官;;? タ 言

使 l 苔トわし らき 次、
ボ抗�  

lレツ
大ク

仲
間
瀬
�
 
チ
�
 

C

l
ム

横
瀬

チ
|
ム

棚
針
チ
|
ム

ボ四 十 る九の休 用 ・ ~
月期月と育 月:，-L. ~ 

1十 九問九お館申 体 受

ル歳� 1九旦� iZ 請 育 屋
大以 木月 さす用 受館 料
会上 ) 十か 。申 付-の 苔

ら諮 る
『

沼
署� 

会ス

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会

優

勝

山
西
掛
チ
|
ム

儀
優
勝

中

山

チ

�

 

g 
s '¥ 

g 
g 

g 


易
�
 

棄
権� 

4
J
 

(
八
月
三
日
)

3 5 7 8 92
皇…

l 
Eド

雪� 

-
場
斤-ロ'

・
極
目

l

同(男)走百� j惨午九まにの
ソ li包り ，t~ 浦後月すごで今数づ育
フ 丸 幅 走 中 七 一 。参 述 月 の く 協
ト投銚 ・ 学� i時 十 加動も方り会
ボげび千校 三 ーー くの次のの陸�  
l 、 五 グ 十 日 だ 出 の 参 推 上
ル握 百ラ分 さ来と力日 進 部 �  
Hl:カ よf ウか るるおををで
げ調IJ 走ンら よ服り望はは

定 - ド う装実んか�  

中 棚 久 星 険; 生 ム
�
 江

郡
駅
伝
に
ご
声
援
を

5 


川
勝
浦
町
山
窃
障
問

勝
浦
郎
陸
上
競
技
協
会
主
催
に
よ

る
都
駅
伝
が
九
月
十
四
日
�
 (日
)
、

八
区
間
二
十
九
日
で
行
わ
れ
ま
す
。

コ
ー
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

今
回
は
じ
め
て
女
子
コ
�
 ス
と、

三

十
歳
コ
�
 ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
数
の
方
の
・
}
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
(

。午
前
十
時
出
発
)

日
浦
防
回
出
川

・
落
合
防
四
回

1
5
③
一
平
成
ニ
・一
�
 

④
三

八
M
 〉L
 

保
の
内
陶
同
出
�
 

4

役
場 右

下防
恒
怯
川
西
岡
ゆ
巳
い
し
川
役 ノ

ノ

山

角 石 山 聖子 国 谷 1頼 名� 

i
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み

か

ん

+
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
虫

上
旬
が
防
除
適
期
で
す
。
ス
プ
ラ

l

昭和  55年 9月 1日

サ
イ
ド
乳
剤
二
千
倍
液
を
む
ら
な
く

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ニ
類
と
の

併
殺
を
ね
ら
う
と
き
は
ト 

ラ
ッ
ク

乳
剤
八
百
倍
液
と
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ• 

類

ケ
ル
セ
ン
乳
剤
千
五
百
倍
液
を
む

ら
な
く
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

-
こ
く
て
ん
病

ダ
イ
セ
ン
類
の
散
布
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

(早
生
に
は
キ
ノ
ン
ド
ウ
五

百
倍
と
し
ま
す
。)

争
高
媛
更
新
樹

・
育
芭
中
の
苗
木
対

エ
カ
キ
虫
、
ア
ゲ
ハ
幼
虫
、
ア
ブ

ラ
虫
、
ダ
ニ
類
等
の
併
殺
を
ね
ら
い

ア
ッ
パ
ー
水
利
剣
千
倍
液
を
五 
1
七

日
お
き
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
芽

の
や
わ
ら
か
い
時
期
に
は
、
カ
イ
ヨ

ウ
病
も
心
配
さ
れ
ま
す
の
で 
7

イ
シ

ン
剤
千
倍
液
の
散
布
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
(
ア
ッ
パ
ー
と
の
混
用
可
)

。
摘

果
今
年
は
全
般
に
な
り
が
う
す
く
、

摘
果
に
カ
が
入
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
早
生
を
中
心
に
、
よ
く
な
っ
て
い

る
木
も
あ
り
ま
す
。
最
後
の
仕
上
げ

摘
果
と
し
て
早
生
で
は
三
十 

三
十

五
築
に
一
染
、
普
通
で
は
二
十 

二

十
五
楽
に

一

O O o O O l 百
楽
に

一
栄
の
割
合
に
仕
上
げ
て
く

果
、
八
朔
で
は
八
十
i

だ
さ
い
。

l

。
台
風
対
策 

台
風
前

1

園
内
外
の
排
水
路
の
盤
備
を
行
い

水
は
け
を
良
く
し
て
お
く
こ
と
。 

i

幼
木
や
高
按
更
新
樹
で
は
支
柱
を

l

た
て
、
倒
伏
や
校
裂
け
を
防
ぐ
た

め
数
か
所
を
し
っ
か
り
ゆ
わ
え

つ

け
る
こ
と
。

ー
台
風
後


倒
伏
し
た
木
は
直
ち
に
起
こ
し
、


株
元
に
土
を
十
分
雌
土
し
て
、
支


柱
を
た
て
る
こ
と
。


枝
折
れ
、
枝
裂
け
し
た
も
の
は
そ


の
部
分
か
ら
切
り
取
り
、
切
口
に


は
必
ず
按
ロ
ウ
を
ぬ
る
こ
と
。


園
地
や
樹
木
の
流
失
、
埋
没
、
燥


道
の
崩
壊
な
ど
の
被
害
が
出
た
時


は
、
共
済
組
合
、
良
協
、
役
場
な


ど
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。


。
接

木
芽
桜
は
上
旬
、
腹
悼
惜
さ
は
中
旬
頃

か
ら
十
月
上
旬
頃
ま
で
可
能
で
す
。

い
ず
れ
も
系
統
の
は

っ
き
り
し
て

い
る
優
良
系
を
接
い
で
く
だ
さ
い
。

今
年
は
先
月
に
雨
が
多
く
、
山
間

水

稲

部
の
水
田
を
中
心
に
楽
イ
モ
チ
病
の

発
生
が
例
年
以
上
に
見
ら
れ
て
い
ま

す
。今

後
の
天
候
次
第
で
は
穂
首
イ
モ

チ
や
、
校
側
悦
イ
モ
チ
病
の
発
生
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
刈
取
り

近
く
に
な

っ
て
秋
ウ

ン
カ
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
す
の
で
、
防
除
に
細
心
の

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

傾
穂
期
に
キ
タ
ス
ミ
ナ 
γ
ク
粉
剤

か
カ
ス
ラ
ブ
ス
ミ
ナ
ッ
ク
粉
剤
の
四

同
を
散
布
し
ま
す
。(
イ
モ
チ
病
の
発

生
の
多
い
水
田
で
は
穂
揃
期
に
も
散

布
を
す
る
の
が
望
ま
し
い
。)

秋
ウ
ン
カ
に
対
し
て
は
パ 

サ
ナ

ツ
ク
粉
剤
四
阿
を
早
自
に
散
布
し
ま

y

す
。ま

た
、
カ
メ
ム
シ
に
対
し
て
は
パ

イ
パ
ッ
サ
粉
剤
四
阿
を
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

首
の
生
育
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
軟

弱
徒
長
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
手
入

れ
や
定
植
へ
の
準
備
が
大
切
な
作
業

で
す
。
早
自
に
手
際
よ
く
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
山
上
げ
や
ポ

ッ
ト
育
萌
は
、

花
芽
分
化
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
す
。

普
通
苗
は
定
楠
十
日
前
頃
に
断
根
、

ズ
ラ
シ
を
し
て
花
芽
分
化
を
早
め
ま

す
。

。
移
植
床
の
管
理

ラ
ン
ナ
ー 

古
楽

・
病
葉
は
早
自

に
摘
み
と
っ
て -
株
一光
を
消
捕
し
ま
す
。

ま
た
、
病
窓
口
虫
の
防
除
や
か
ん
水
、

お
よ
び
砲
肥
は
柑
聞
の
進
み
方
や
天
候

に
合
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
定
植
準
備

良
質
堆
肥
を
多
用
し
て
土
作
り
を

し
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
肥
料
は
幕
配
合
を
十
一勺当
り
十

袋
が
標
準
で
す
。
峰
巾
は

一
・
二

μ

で
.
で
き
る
だ
け
向
く
し
て
く
だ
さ

。
定

植

首
は
揃

っ
た
健
背
を
組
付
し
ま
す
の

花
芽
の
伸
び
る
方
向
に
摘
、え
て
恨
は

深
く
、
心
築
に
土
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
定
植
に
際
し
て
は
、
首

の
恨
が
乾
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

加
ヱ
イ
チ
ゴ

。
仮

植

苗
と
り
は
上
旬
で
す
。
移
植
床
は

早
自
に
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

。
苗
床
の
管
理

中
旬
以
降
に
補
禁 

(古
楽
、
病
誕

の
除
去 
)
や
除
草
を
し
ま
す
。
栄
養

不
足
の
と
こ
ろ
は
追
肥
を
し
て
く
だ

さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
人

名
簿
の
受
録
漏
れ
、
選
挙
権
の
な
い

者
の
登
録
・

二
重
登
録
等
を
防
ぎ
選

挙
人
名
簿
の
正
確
を
期
す
る
た
め
、

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

期
間

場 時
所 間

九
月
十

一
日
同 

九
月
十
五

日
ま
で

午
前
八
時
三

時
ま
で

i

勝
浦
町
役
場
総
務
課

、ー

十
分
i
午
後
五

国勢調査にご協力を

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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勝
浦
会
館
九
月
行
事ヲ

4
日
山
内 

奨
学
生
集
会

5
日
樹 

生
花
教
室 

(玉
ノ
木

・
五

14 11 10 8 
日日日 日

明)� 

十
回
公
会
堂
)

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定

例
会

手
芸
教
室

奨
学
生
集
会

・
踊
教
室

着
付
教
室 

(日)付命休)

汗
泌
み
る
野
良
着
に
包
む
白
桃
を
土

問
よ
り
差
上
ぐ
老
の
枕
辺

中

山

菜

城

絹

饗
の
目
に
と
う
ふ
切
り
居
る
破
離
越

し
に
八
十
の
義
父
の
唄
が
聞
、える

中

山

構

内

喜

美

代

鮎
釣
り
て
手
に
僻
わ
り
し
感
触
を
味

わ
い
乍
ら
糸
た
ぐ
り
寄
す

立

川

前

回

チ

エ

子

血
圧
の
上
ら
ぬ
う
ち
に
な
ど
と
云
い

旅
の
プ
ラ
ン
を
組
み
て
楽
し
む

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

何
事
も
か
か
わ
り
う
す
き
山
の
家
は

仕
事
じ
ま
い
に
新
聞
届
く

立

川

堀

梅

子

ひ
そ
や
か
に
雨
立
固
め
し
て
更
け
し
夜

は
夫
を
待
ち
つ
つ
友
の
詩
よ
む

久

国

坪

内

奈

津

子

暮
れ
急
ぐ
山
の
素
霊
の
叫
ぶ
如
ダ
ム

放
流
の
相
官
報
ひ
.
、
く

生

名

麻
木
嘉
太
郎 

24 22 21 20 18 17 
日日日日日日
附(月)(日)仕)(村休)

習
字
教
室

奨
学
生
集
会

・
踊
教
室

生
花
教
室

着
付
教
室

民
話
教
室

手
芸
教
室 

(玉
ノ
木

・
五

十
回
公
会
堂 
)

，::.Pfl

わたしの

回
目
刷
奨
学
生
集
会

・
踊
教
室

幻
日
出
民
路
教
室

部
日
制
着
付
教
室

四
日
開
習
字
教
室

各
教
室
と
も
午
後
八
時
か
ら
講
習

し
ま
す
。
時
間
に
お
く
れ
な
い
よ
う

に
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
き
い
。

年
毎
に
老
化
の
進
む
五
口
な
れ
ど
見
上

げ
る
額
の
遺
影
は
若
し

生

名

平

間

豊

子

何
気
な
く
す
べ
り
し
言
葉
が
背
信
と

な
り
て
冷
た
き
汗
の
流
る
る

沼

江

斎

藤

重

子

見
舞
う
吾
れ
に
返
す
言
葉
の
も
つ
れ

た
れ
ば
只
う
な
ず
き
て
窓
に
眼
を
や

る

沼

江

大

岡

梅

子

事
故
現
場
に
友
を
憶
え
ば
ぬ
か
る
み

の
土
に
流
る
る
一
戻
り
梅
雨
哀
し

横

瀬

稼

勢

広

夫

出
総
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
匂
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

稼
抗
野
広
夫
さ
ん
(
都
且
且
〉
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す。

次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ

さ
い
。

短
歓
学
級

九
月
六
日
出

時
間

場
所

S月定例人権・行政

心配ごと相談

あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た

-
香
典
返
し
に
か
え
て

玄
幸
さ
ん 

(横

道
晴
さ
ん 

(坂

武
吉
さ
ん 

(捌 

1野本瀬

-
そ
の
他

腕
安
美
枝
子
さ
ん 

(横

瀬 

)

岡
本
イ
ト
ノ
さ
ん 

(中

角 

)

以
上
が
、
問
轡
・
芯
銀
行
に
寄
せ
ら

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ
グ

習
字
学
級

九
月
十
日
制

九
月
二
十
四
日
附

時
間

場
所

午
後
七
時
一
十
分

福
祉
セ

ン
タ
ー
和
室

墨
絵
学
級

九
月
十
七
日
附

九
月
二
十
七
日
出

午
後

一
時
三
十
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

時
間

場
所

と き 9月5日(金〉

・午前↑O時~午後3時� 

とニろ 住民福祉センター

午
後
七
時
三
十
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

-v -v



れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

今

山

柴

田

高

義

長

男

義

朗


生

名

前

田

章

長

男

敏

邦


奥

山

石

宮
本
利
之

三
女

奈

央


中

角

花

岡

吉

徳

長

男

宏

平


坂

本

海
川
義
則

二
女
扶
美
子


与
川
内

生

家

道

雄

長

女

幸

枝


坂

本

坂

口

保

成

長

女

友

美


掛

谷 

河

内

優

長

女

美

佐
 

::
ロ� 

く短歌〉

ち
い
と
呼
ぶ
言
葉
覚
え
し
初
孫
を
背

に
し
て
立
ち
ぬ
蛍
見
せ
ん
と

坂

本

吉

田

邦

忠

長
雨
に
紫
蘇
の
業
の
色
艶
ま
し
て
悔

に
染
む
日
を
待
ち
佑
び
て
い
し

与
川
内

新

居

義

子

す
だ
れ
越
す
西
日
の
部
屋
に
老
う
母

は
小
さ
く
な
り
て
休
み
給
へ
る

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

雨
の
中
葬
列
に
会
い
帰
り
来
て
座
る

夕
べ
の
畳
は
暗
し

レ
マ
川
内
水
口
湖
舟

五
口
が
心
い
た
み
し
時
は
朝
夕
に
訪
い

来
し
母
の
哲
ら
く
見
、
え
ず

横

瀬

広

安

美

枝

子

株
洛
の
事
も
忘
れ
て
ひ
ね
も
す
を
焼

け
つ
く
畑
に
み
か
ん
手
入
れ
す

横

瀬

谷

翠

山

巻
き
返
す
放
の
努
夏
の
陽
を
は
じ
き

砂
浜
に
畳
は
蛾
き
て
お
り

横

瀬

比

留

間

ご
結
婚
お
め
で
と
う

み
か
ん
図
作
業
の
吾
を
寅
猫
が
流
し

目
で
行
く
残
替
の
畳
を

坂

本

畠

回

久

恵

切
羽
詰
る
蜜
柑
作
り
の
雌
局
を
乗
り

切
る
手
だ
て
想
う
夜
が
更
け

坂

本

福

良

伴

導
水
で
機
頂
沌
に
散
る
飛
沫
背
誕
の

彩
に
染
み
て
落
ち
ゆ
く

f 「

中

山 

三 寒
好山

純 博
子之

小
松
島
市

&
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

秋

本

多

七

波

シ

ケ

ノ

奥

谷

秀

夫

米
国
安
太
郎 

(
町
政 
) 

(
部

歳

) 

(
日
歳 
) 

(
部

歳

)

二

坂

本

日

浦

翠
由華

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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吾合成 人 病 模 ロタ

m
治
�
 

由
明
�
 

雷
管

L

盛
明
弘
電
電


* 
* 

* 

* 
* 

* 

* 
* 
* 
* 


、
(
た
だ

1
一
時
宇

，，
�
 

E
E
 

百日咳・ジフテリア・破傷風
三種混合予防接種� 

成
人
病
に
は
、
ガ
ン
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
が
あ
り
、
中
年
を
過
ぎ

1
1
1
1』

る
と
急
地
し
、
慢
性
の

経
過
を
た
ど
る
こ
わ
い

病
気
で
す
。

次
の
日
程
で
検
診
を

行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
、
無
料

該当者個人あてに通知します。

※母子手帳と印鑑をご持参くだ

さい。

し
、
血
液
検
査
の
み

一
項
目
に
つ
き

二
�
 
円
で
す
。)

O
O

成
人
病
検
診
の
日
程

月 日 受付時間 場 所 内� n廿-

9月3日� 9 :00-11 :00 石原センター き.問 '"か

血 圧� 

検 尿� 

心電図

聴打診

血液検査

か防 13: 00-15 :00 今山公会堂

9月4日� 9 :00-]] :00 生比奈良協

(木) 13: 00-15: 00 生名センター

9月8日� 
伺)� 

9 :00-]] :00 
13: 00-15: 00 坂本事務所

9月]]日� 
附� 

9 :00-11 :00 
13: 00-15: 00 福祉センター

10月6日� 
(月) 

9 :00-11 :00 
13: 00-15 :00 福祉センター

な
お
、
こ
の
検
診
で
異
常
の
あ
る

か
た
は
、

二
次
検
診
を
実
施
し
ま
す
�
 

婦
人
ガ
ン


甲
状
腺
ガ
ン
検
診


ガ
ン
は
無
症
状
に
進
行
し
ま
す
。

ガ
ン
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
現

在
で
は
定
期
検
診
を
行
い
早
期
発
見
、

早
期
治
療
よ
り
ほ
か
に
方
法
が
あ
り

ま
せ
ん
。

検
診
は
簡
単
な
検
査
で
容
易
に
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
近
所
お
さ
そ
い

あ
わ
せ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
救
急
当
番
表

吉会� 

平
日

午
後
六
時
か
ら
翌
日
午
前
九

9 
月� 

30 @ 26 24 22 20 18 16 ⑭ 12 10 8 614 2 
日日 日 日 日 日 日 日 日日 日 日 日日 日

赤勝� 1m {易勝 券11上山 i易 山事11赤 上上上
券11勝� m事

浦
11存石山 右山第 第浦� i芙商 浦 西 t甫i支
"g、

浦
ミn壬 ，2 2 

きト"ょ"病 医医 病 医 医 医 医病 霊""会 病 病
療 療

療 療
pJf院;;'(; |完 戸丹 1院� F片� F完 院 P片� 院 院 院|淀 i淀

{木

日

時
ま
で

午
後
七
時
か
ら
翌
日
午
前
九

時
ま
で

結
核
間
接
撮
影
の
結
果

七
月
に
実
施
し
ま
し
た
検
診
の
結

果
は
、
受
診
者
千
六
百
四
十
三
人
の

う
ち
百
九
人
め
か
た
が
精
密
検
査
を

要
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
か
た
達
に
は
す
で
に
通
知
い

た
し
ま
し
た
が
、
異
常
の
な
い
千
五

百
三
十
四
人
の
方
に
は
通
知
を
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

さの

く� fh

* 

っ

ガ
ン
は
、
女
性
で
も
三
�
 歳
か
ら

O

婦人ガン・甲状腺ガンの日程

六
十
四
歳
ま
で
死
因
の
第

一
位
を
占

め
、
こ
の
年
令
層
の
婦
人
の
三
人
に

一
人
が
、
ガ

ン
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ガ
ン
撲
滅
の
た
め
、
次

の
日
程
で
講
減
会
、
映
画
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

日
時

月日� 9月13日ω� 9月14日(日)

受日事付11町� 12:30- ∞14 OC:30-14: 12 

種別l
子宮ガン

手L ガン

子宮ガン

甲状腺ガン

場所 町役場 町 役 場 �  

料金� 
350同� 

150円� 

3 5 0同

1 5 0円� 

と� き 9月12日任副

午後�  1 1侍30分� -3時

ところ 勝浦病院

該当者 昭和55年� 3月� 1日-7

月31日までに生れた子

※母子手帳をご持参くだきい。

n

九
月
五
日
�
 (金
)
午
後
七
時

ー
九
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

徳
島
大
学
医
学
部
第
二
外
科

森
本
忠
興
先
生

乳
ガ
ン
に
つ
い
て

あ
な
た
の
カ
ン
予
防

と き 9月 5日幽

午 後 �  l時30分-31時

ところ 勝浦病院

該当者 昭和54年� 10月� 1日~昭

和55年� 1月31日までに

生れた子

※母子手帳をご持参ください。

映� i寅 議場
画題 師所

+寸婦
で人

な * 
そ

ヲ伶

と き 9月25日付守

午後�  1時30分� -3時

K
H
H

と二ろ 福祉セ ンター

、、

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おしらせ成人病検診早期発見早期治療

MUS04
テキストボックス
乳児健康調査




